ヴィヴァルディとドレスデン ―1730 年代初めにドレスデン宮廷にもたらされたヴィヴァルディの声楽作品を中心に― by 米田 かおり
181
はじめに
　1733年 2月 1日、ポーランド王にしてザクセン選帝侯フリードリヒ・アウグスト 1世（1670―
1733；選帝侯在位 1694―1733、ポーランド王アウグス 2世在位 1697―1704, 1710―1733）1）がワルシャ
ワで逝去し、その後まもなく彼の嫡男フリードリヒ・アウグスト 2世（1696―1763；選帝侯位















2）　ドレスデン宮廷では、1717年からヨハン・ダーヴィド・ハイニヒェン Johann David Heinichen（1683―1729）が楽長を務め
ていたが、病気で仕事が遂行できなくなると、ゼレンカが彼の仕事を代行した。しかし 1729年のハイニヒェン没後も楽長
職は空席のままで、ゼレンカがその任務にあたっていたため、彼は楽長のポストを求めたのである。ゼレンカは 1735年か















約 60点の声楽曲も含まれる（Heller 2007: 91）。とりわけ興味深いのが、ゼレンカやバッハが 2世
宛てに作品を献呈したほぼ同じ頃、ヴィヴァルディの自筆譜や自筆部分を多分に含む声楽曲の手稿
譜がドレスデン宮廷にもたらされたことである。「ヴィヴァルディ 楽器伴奏付き 24のアリア集 24 
Arie con Stromenti―Vivaldi」5）、9曲からなる「ドン・アントニオ・ヴィヴァルディ氏作 カンタータ集
Cantata Del Sig:r D: Ant:o Viualdi」6）、「ヴィヴァルディ作 楽器伴奏付きの独唱モテットMotetto à Canto 
Solo con Istromti Del Viualdi」2曲（〈荒れ狂う海の中で In turbato mare irato〉RV 6277）と〈私は嵐の真っ
ただ中にいる Sum in medio tempestatum〉RV 6328））、そして「アントニオ・ヴィヴァルディ氏作 楽
器伴奏付き ソロ声部のための主の僕たちよ Laudate Pueri à Canto solo con Istromi Del Sr Anto Viualdi〉





をドレスデン宮廷にもたらしたのではないかという見解を示し（Talbot 2002: 89―90、2006: 169、
2011: 11―12）、シュトッキヒトやビッツァリーニ等もその見解に関心を寄せながらヴィヴァルディ




4）　同図書館には、ドレスデン宮廷教会の、いわゆる「Schranck No: II」に保管されていた 18世紀前半の器楽曲の一大コレク
ションが所蔵されている。これらの楽譜はデジタル化され（2011年に完了）、今日インターネットで閲覧できる。また「Schranck 
No：II」の目録も刊行され（Poppe 2012）、そこにはヴィヴァルディ作品としてコンチェルト 79曲、ソロ・ソナタ 14曲、
シンフォニア 9曲が挙げられている（Poppe 2012: 142―150）。また作曲者名は記載されていないものの、ヴィヴァルディ作
品と同定、あるいはおそらく彼の作品とされている作品も 18曲現存することが示されている（Poppe 2012: 156―183）。

































12）　同図書館の「王室プライヴェート楽譜コレクション Königliche Privat-Musikaliensammlung」は 18世紀に作成されたカタ
ログも所蔵しており、今日それらもデジタル化され、インターネットで閲覧できる。
13）　Bibl. ArchIII. Hb. vol. 787. c。全体は 1～ 38頁から成り、No. 9～ No. 11に分類されている：「No. 9：ロッティ、フックス、
リストーリ氏のオペラ、および様々な作曲家のアリア Opere del Sig: Lotti, Fux, Ristori, et Arie di diversi Autori」（1頁；作曲家
とオペラ作品が 27点列記）、「No. 10：様々な作曲家のオペラ、セレナーデ、およびアリアの抜粋 Le Parti cavate dell’ Opere, 
Serenade, et Arie di diversi Autori」（2～ 5頁）、「No. 11：様々な作曲家による教会音楽Musica di Chiesa di varii Autori」（6頁）、




奏付きアリア集 24 Arie con Stromenti―Vivaldi」（以下「24のアリア集」と略記）という記載がある。
後述するように、これが本研究の考察対象となるアリア集を指し示している。楽譜本体は、「王室
プライヴェート楽譜コレクション」の手稿譜集《28の声楽曲集 28 Vocal Pieces》（Mus. 2389―I―1）



















14）　「No. 10」は、さらに I～ XVIの「Pacqett」に分類され、「Pacqett」ごとにその内容が記されている。2作品が記載された
「II. Pacqett」の最初にヴィヴァルディの当該作品が挙げられている（2つ目はペシェッティ Giovanni Battista Pescetti（c1704―





18）　第 17曲のみがこの法則に合わない。第 16曲の最終頁に斜線付き数字で 117とあるにもかかわらず、第 17曲では再び
117と頁番号が付されているのである。第 16曲の 117頁が 2小節しか書かれていないので、頁をふる際に見落とされたの
かもしれない。
19）　第 6曲は、他の曲の場合と異なり、空白頁を持たない計 6頁から成る。






　「24のアリア集」は第 1番から第 14番までがソプラノ独唱用（14曲）、第 15番から第 21番まで
がアルト独唱用（7曲）、第 22，23番がテノール独唱用（2曲）、第 24番がバス独唱用（1曲）で
あり、声種ごとに整然と並べられている。しかし第 8番のアリアの冒頭頁やや右寄り上部に「ヴィ

















La fede tradita e vendicata》RV 712　




















































　各アリアの音域は、ソプラノ用のアリアでは、第 4番が b音から b’’音の 2オクターヴという最
も広い音域を要するが、概して c’音から a’’音の間で書かれ、特別な高音や低音を求めるアリアは








（Freeman 1992）。1729年秋から 1730年春、そして 1730年秋から 1731年春までヴィヴァルディの足跡が不明であるため、
少なくともこの間の一時期、ヴィヴァルディはプラハに滞在し、デンツィオ一座と活動していた可能性が高いと考えられて













のカンタータ Cantata per il soprano ... Del Signe:(?) Tozzi」（1～ 50頁）23）、そしてヴィヴァルディのカ
ンタータ 2曲（RV796, RV663）24）（50～ 63頁）25）と共に合本された形で「王室プライヴェート楽譜
コレクション」に所収されている（64～ 137頁）。同コレクション内の選帝侯皇太子フリードリヒ・
クリスティアン妃マリア・アントニア（1724―1780）の楽譜、および台本目録『Catalogo della 
Musica, e de’ Libretti di S. A. R. Maria Antonia』26）において、「Musica Teatrale, e da Camera」項の 131頁











23）　ボローニャ出身のアントニオ・トッツィ Antonio Tozzi（c1736―1812）は 1774年にバイエルン選帝侯のミュンヘン宮廷楽
長に登用された。ザクセン州立図書館にトッツィの声楽作品がこのカンタータを含めて 5点所蔵されている。




26）　Bibl. ArchIII. Hb. vol. 787. g, 3（SLUB）．121頁（タイトルと目次）～ 141頁（次の 142頁は白紙）から成り、作品のタイ
トルと作曲者名が記載されている。マリア・アントニア妃の没後の 1781年頃～ 1787年に、彼女の所有したものをおそらく
息子のフリードリヒ・アウグスト 3世が目録化した（SLUB Hp）。







の「ヴィヴァルディ作 フラウト・トラヴェルソ付き独唱カンタータ Cantata à Canto Solo con Flauto 
Trau:so Del Viualdi」（全体の通し頁番号は 102～ 113頁）であり、ゼレンカ番号 5番の後に置かれて

































　「王室プライヴェート楽譜コレクション」のなかに、ゼレンカが 1726年 1月 17日から 1739年に
かけて作成した『様々な音楽家による宗教声楽作品目録 Inventarium rerum Musicarum Variorum 
Authorum Ecclesia Servientium』31）がある。そのなかの「モテットMottetti」項の 14番と 15番に、
「Viualdi」の名前とともに 2作のソプラノ独唱用作品が挙げられ、その編成も記されている。前者
は「荒れ狂う海の中で In turbato mare irato. Sop; Vl. 2, Oboe 2, Viola e Basso Continuo」、後者は「私は
嵐の真っただ中にいる Sum in medio tempestatum. Sop. Vl. 2, Oboe 2, Viola e Basso Continuo」であり、
かつてはゼレンカの個人所蔵の楽譜であったことがわかる32）。いずれの作品もヴィヴァルディの自














　「アントニオ・ヴィヴァルディ氏作 Del Sr Anto Viualdi」と記された〈楽器伴奏付きソロ声部のた
30）　現在進行中のヴィヴァルディ新全集の刊行によって、彼の作品の全体像が以前にもまして具体的に浮彫になっている。
31）　Bibl. Arch. III. Hb, vol. 787. d（SLUB）。ゼレンカの筆跡は非常に読みにくく、判読不能な箇所が散見できる。
32）　ゼレンカ没後は、注 28で示したように、マリア・ヨーゼファ妃が購入し、その後宮廷カトリック教会の所蔵となる。
33）　これらの汚れは第二次世界大戦下におけるザクセン州立図書館所蔵コレクションの被害を物語るものである（Everett 
and Talbot 1994: 440）。1977年に刊行された〈荒れ狂う海の中で〉の校訂報告において、校訂者Manfred Fechnerは、ザクセ
ン州立図書館にはスコアばかりではなく、パート楽譜も所蔵されていたが、第二次世界大戦の被害により消失したと記して
いる（Everett and Talbot 1994: 439―440）。
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廷のソプラノ・カストラート、ジョヴァンニ・ビンディ Giovanni Bindi（Fürstenau 1979: 167―168）
















36）　フリードリヒ・アウグスト 2世は皇太子時代の 1711年 7月から 1717年までドレスデンを離れ、グランドツアーでヨー
ロッパ各地を回ったが、その間に 3度ヴェネツィアに滞在した。1回目は 1712年 2月 5日から 3月 17日、2回目は 1713年
5月 21日から 11月末頃、3回目は 1716年 2月 13日から 1717年 7月 20日である（Bilchmann 2010）。
37）　「ピゼンデル氏のために作曲 fatto p［er］ M［aest］ro ［Maestro］ Pisendel」と記載した作品（コンチェルト 6曲：RV172, 205, 














いう計画である。最終的にマリア・ローザMaria Rosa Negriとアンナ・ネーグリ Anna Negri姉妹39）、
マリア・サンティーナ・カッターネアMaria Santina Cattanea、アルト・カストラートのドメニコ・
アンニーバリ Domenico Annibaliとカジミーロ・ピニョッティ Casimiro Pignotti、ソプラノ・カスト





た 6名の歌手をドレスデン宮廷は無事に雇い入れることができた（Mojzysz 2011: 41―42）。ヴィヴァ
ルディはドレスデン宮廷のために若手歌手が育成され、近い将来ドレスデンで活躍するようになる
ことを知っていたに違いない。というのも彼らは教育期間中にヴェネツィアでオペラの舞台をふん









リアではなく、マリア・カテリーナ・ネーグリMaria Caterina Negri（1720～ 1745活動）とみなしている（Freeman1992: 
341―343、Dean and Freeman 2001: 740―741、Stockigt 2000: 206）。しかしサルトーリのカタログに示された「マリア・カテリー
ナ・ネーグリ」と当該ネーグリと同一人物であるかどうかは、彼女の出演歴を考慮すると、いささか疑問の余地が残る。










ける機会は明らかに少なくなる。とくに 1720年代終盤からレオナルド・ヴィンチ Leonaldo Vinci


















宮廷にもたらされた時期は、楽長職は不在44）、リストーリ Giovanni Alberto Ristori（1692―1753）も
ドレスデン不在であったため45）、宮廷楽長代理を務めていたゼレンカに声楽曲の管理は任され、そ
41）　カッターネアは「ポーランド王の宮廷歌手 virt. di S.M.il Re di Polonia」という称号で 1729年にサン・サムエーレ劇場、
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Researching Vivaldi's Vocal pieces introduced into the Electral Court in Dresden in the early 1730’s
Kaori YONEDA
　 In February 1733, Friedrich August II’s accession as the Saxon Elector gave many musicians a certain 
hope for new appointments, or promotions within the court Kapelle in Dresden. For example, in November 
1733 the court musician J.D.Zelenka (1679―1745) requested to raise his salary and the position of 
Kapellmeister so he dedicated to the new Elector the set of eight arias to Italian texts (ZWV176). J.S.Bach 
(1685―1750), the Kantor at the Thomaskirche in Leipzig in Saxony, presented to the new Elector a Missa in a 
set of parts in the hope of obtaining a title at the court Kapelle in July 1733.
　 In the early 1730’s Vivaldi (1678―1741)’s 37 vocal pieces embracing several genres (operatic arias, 
chamber cantatas, motets and a psalm), most of which are Vivaldi’s autograph or his copists’ manuscripts, 
were introduced into the Electoral Court in Dresden. They seem to be produced for the Saxon court by Vivaldi 
himself. His instrumental pieces were known in the court Kapelle through Konzertmeister J.G.Pisendel 
(1687―1755) who was familiar with Vivaldi since his Venetian stay in 1716. Vivaldi was also a proud of vocal 
composer, especially opera composer, so it appears that he made an attempt to win some kind of recognition 
from the Saxon court through his 37 vocal pieces. They are kept in Sächsische Landesbibliothek- Staats- und 
Universitätsbibliothek Dresden (SLUB). We can utilize the digitized court historical catalogues and his same 
manuscripts in SLUB now. Researching such sources in SLUB, it is evident that his vocal pieces introduced 






楽家に宮廷楽団での地位や昇給の望みをもたらした。たとえば 1733年 11月、宮廷音楽家 J. D.ゼ
レンカは昇給と楽長の地位を求め、イタリア語のアリア 8作を新選帝侯に献呈した。ザクセン選帝
侯国内のライプツィヒでトーマス教会カントルを務める J. S.バッハも宮廷楽団での地位を求めて、
1733年 7月に新選帝侯にミサ曲を贈った。
　1730年代初め、ヴィヴァルディの 37作の声楽曲―様々なジャンル（オペラのアリア、室内カ
ンタータ、モテット、詩編）、大部分がヴィヴァルディの自筆譜や彼のコピストが作成したもの―
がザクセンのドレスデン宮廷にもたらされた。これらはヴィヴァルディ自身によってザクセン宮廷
のために作成されたと考えられている。ドレスデンの宮廷楽団において彼の器楽曲は、楽師長
J.G.ピゼンデル―彼は 1716年にヴェネツィアに滞在して以来、ヴィヴァルディと親交があっ
た―を通して知られていた。ヴィヴァルディは声楽の作曲家、とくにオペラ作曲家としての自負
もあったため、37作の声楽曲を通してザクセン宮廷で何らかの仕事を獲得することを求めたので
はないだろうか。これらの作品はザクセン州立、国立、大学図書館（SLUB）に所蔵されている。
私たちは今日デジタル化された宮廷の歴史的カタログやヴィヴァルディの手稿譜を利用することが
できる。これらの SLUBに所蔵された資料の調査から、1730年代初めにドレスデンにもたらされ
たヴィヴァルディの声楽曲 37作がザクセン宮廷の音楽活動に何ら貢献しなかったことが明らかと
なった。
